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 萎芽溶液 にタンニン酸 を添加 して生するヂアスターゼの不溶性沈澱を酒精で洗濫 してタンニ

ンを除去し,活 性 ヂアスターゼ製品を得 る変林楢太郎助教授の特 許 法(昭 和13年8月 特許第

126296號)に よれば,蕾 に彊力なる袈剤の製造が可能なるのみならす,萎 芽溶液 を酒精で沈澱

せ しむる從來の方法 に比 して,酒 精の使柵量を孕減出来る黙か ら現下の歌勢 に窓ずる製法 とし

て注目に便すると考えられるのでこの方法の實施上の諸條件を吟味 した.

 1)タ ンニン酸 による沈澱       7

 萎芽粉末2009を1%K2go{ 400ccで 室温で3時 間浸出後,濾 過 してpH 5.3を示す酵素液

165ccを 得た.此 の酵素液80ceに5%タ ンニン酸13ccを 添加,掩 搾 して生する沈澱を遠心分

離 して上澄液を除去 し,沈 澱を集める實瞼に於て酵素液のpH慣 と沈澱中の酵素力との關係を

討議 した.1N酷 酸で酵素液のpH債 を4.4,4.7及 び5.0に 調製 した場合,沈 澱量はpH 5.0の

時最少鮪を示すが,酵 素力は反謝であつて結局PH 5.3の 場合に酵素の牧得率最高であつたの

で,酷 液の添加 を要せざる事を結論 した,

 2)酒 精 によるタンニンの除去

 上記沈澱に80～96%酒 精150ccを 添加,充 分振燈陵,濾 過 し最後に96%酒 精10ceで 洗瀞,慶

化石友上で脆水する操作に於て,使 用する酒精のpH贋 はヂアスターぜの安定度に關係を有す

べ きであるか ら酒精 に酷酸曹達,ア ンモニア,苛 性曹達叉は生石友を夫 々軍猫に添加 してpH

慣を62～7・0に 調節 した實瞼に於て85%酒 精100ccに 酷酸曹達0.59を 添加 したpH 6.2の 場合

に最 も強力な製品を得・た.

 3)凍 結 乾 燥 法

 タンニン法に依 る製 品中には水に不溶の部分が存在するので,製 品(酵 素力は標準維の5.6

倍)29を 蒸溜水40ccに 溶解後,濾 過 して得た濾液37cc中 の15ccを ペ トリ皿に採 り,そ の儘

若 しくは之にヂキストリン150mgを 加えて,ペ ニシリンの製造 に於て使用する装置(冷 却凝

縮温度一70℃,璽 力%Oo～%bommHg)で 硝子デシケーク中で行つた.デ キス トリン添加の

場合には牧量550mgで 酵素力は標準値の6.6倍,デ キス トリンを添加せざる場合は標準値の7.7

倍に當 る酵素力を示す製品450mgを 得た.酵 素力より計算 した回牧率は夫 々81及び78%即 ち

卒均79.5%で 何 れも水溶性純 白の製品を得た.

 4)氷 結 濃 縮 法

 変芽酵素液は泡立ちのため,減 堅濃縮が困難なので氷結 による濃縮法を試みこの方法の可能
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性を指摘 した.EPち 酵素液を氷 と食堕とにょる起寒剤で 一一2℃に冷却,生 する氷 を吸引濾過に

より分離すればヂアスタFゼ の99%を 含有する60%濃 縮液が得 られ る.

          }分 剥 P・ 睡 化 刺 ヂ… 一哩'.

   氷 のZZ壌 ・・cc  5.7  15  ・・
   液 の 部 分  60cc   5.b   85   89

 別の實験で 一2℃ ではヂアスターゼの不活性化を起さない事を實誰 し得 たので上記の方法は

酵素液の濃縮の一手段であろう.

            (昭 和24年3月4日 受 理)
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 重合操作を絡つた後 に行 う水蒸氣蒸溜で重合物の粘度指数が上昇す る現象 に劃 し,Blaikiei、

は酷酸 ヴイ ニル(VAC.)の2次 的な重合が起 るであろうと想像 してい る.ま た大杉博士2)は ポ

リ酪酸 ヴィ;ル(PVAC.)を 脱酷酸する際の重合度低下からpVAC.分 子中にGC.似 外の異

種結合が共存する事 を推論 された.共 後櫻田教授3)はVAC.の 重合で,重 合の進行 に件つて

PVAC・ の重合度(PAO)が 上昇する事及び睨酷酸 してポリヴイ=ル アル コール(PVA)と して

比較するとpVAの 重合度(PA)は 重合の進行に依 り攣化 しない事實に注目し,重 合罷分子の

關與する2次 的重合が起るものとして動力學的に解析 された.本 報告は櫛 晦駿 の提出 された

反憲機構を楓張 し重合物分子の分岐を説明 し,更 に重合物の不溶化現象をも含めて総括的に考

慮しようとするにある.

 1)VACの2次 的附加重合        亀         '

  a)一 般 的 販 扱

 VAC.の 初濃斐1,時 聞tで 生域するPVACがx基 本モル箪位とすれば,

     dx/dt=kB(1-x)(Mee)                          (1)

 此虞 に(M+)は 活性分 子総濃憂を,knは 生長速度恒数を示す.次 に1,VACと 活性分子及び

VACと 活性分子の衝突で2次 的に側鎖に活性中心が生れ生長を績けて分岐が起ると假定 し,

夫々の速受恒数を1〈 Bt及kBttと し時闇tに2次 的附加重合を起す側鎖の敷をyと すれば,

     dyldt=kB'(x)(M祷)十kB't(1-x)("Mx)                 (2)
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